
タ イ の 測 地 事 業

- 重 力 測定 を主 と して-

東 中

1 は し が き

タイの測地学的事業は近年積極的にのびつつあると

いわれるが,どういうことが,どんなふうに行なわれ

ているのか,という具体的な事柄になると,はっきり

しなかった｡聞 く人は身近になく,文献も易々手に入

らなかったのである｡

昨年 4月タイ同 総理府 長官 ネー ト大将 (General

NetrKhemayodhin)が京都大学に来 られた折,メ

イに来て,京大東南アジア研究センターバンコック連

絡事務所を通 じて所轄機関に申込んで貰えば,できる

だけの便宜は提供されよう,と聞いていたが,たまた

ま機会を得て,昨年 (1964)12月上旬,私はバンコッ

クに渡ることができた｡そこで上記連絡事務所を仮の

根城に,闇係官街を廻り,重力を主に,測地学とその

他一般地学に闇する見聞を広 く深 くしよう とつとめ

た.が,滞在が,2, 3口に限られたせいもあって,

得られた情報はそう満足すべきものではなかった｡ し

かし概要だけはわかったと思う｡それをとりまとめて

お伝えしようi:JrLいうのである｡

秀 雄

ある区域が少なくない.京大東南アジア研究センタ-

において,創設当時から市力に関する地域研究をその

目的の1つとした所以も,むろんこの点が考慮に入れ

られてのことである｡

3 チュラロンコン大学

工学師 こ測量工学のSalvidhannides教授を訪うた

が,留守だったので, 同じ測還工学部門の Meechai

Chaisrakeo教授に紹介された｡同氏によると,この

大学では高等測地学の研究は行なわれていないそうで

ある｡ でその方は断念して,地学関係の設備を見て廻

ることにした｡

2 重力網の延長

私は特に重力について知りたか1た｡第二次世界大

戦後,格使な屯力計が実mに供され,世界の方々で気

座に重力測定が行なわれるようになり,その測点数は

急速に増加 してきた｡といっても,両極地方はいうに

及ばず,いわゆる低開発国には白紙に近いところが多

く, 地球全休 についてみると, むしろその大部分が

処女地に近いといえる｡ そこで近年は国際測地 学協

会 (InternationalAssociationofGeodesy) でも

ÈxtensionoftheGravity NettotheUnsur-

veyedAreaoftheEarth'に関す るシムポジウム

を開いて,その対策を講 じるといった状況である｡

東南アジアにも,重力桶の延びて くるのを待ちつつ
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写真 1 チュラロンコン大学理学部
1階が地質学教室
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採鉱学の WarawitN.Paiboon教

授に会い,鉱物の標本宝を見せて貰う｡

標本の数は少ないが,その実習室の机

がガラス張りで,その下に入れられた

標本をガラスを透 して見ながらでも記

載できるようになっているのは面白い

と思った｡岩石の標本は,Petrology

Lab.と諾かれた実習室の後部に並べ

てあるだけで,やはり怪かしかなかっ

た｡

理学部の地質学教室では,外人教師

W.F.Beeser博士が大いに歓迎して

くれた｡彼は5年前にアムステルダム

から来た岩石学者 である｡ 地質学教

室は4階建の, 1階の6室だけを占め

ているが,図書室も実習室も一通りは揃っている (写

LJ.-tl)0

図書室にはアメリカのものが多 く,専門雑誌のバ ッ

クナンバーもある｡タイ鉱山局のタイ語の出版物など

もある｡Journ.Geophys.Researchをとっている

が,地球物理学の研究は行なわれていない そうであ

る｡同じ単行本が3冊ほどずつ備えられているのは,

閲覧頻度の多いものであろうが,閲覧室兼用の狭い図

書室ながら,行き届いていると思われた｡

標本数はここも多 くはない｡けれども,岩石や化石

それに地質構造を示す模型などは,大部分クランツ製

である｡もっとも,クランツといっても戦後のものだ

から,戦前のものとは違うという｡

4 鉱 物 資 源 局

鉱物資源局 (DepartmentofMineralResources)

には地質調査部 (GeologicalSurvey)と経済地質部

(EconomicGeology)の2つの部 (Division)があ

る｡最近こう分かれたそうである｡地質調査部の地質

学者 PumwarnKomalarjun氏は, 日本に約 1カ月

いて,そのころ帰ったばかりの親日家で,親切にして

くれた｡

経済地質部では Sa-ngabKoewbaidhoon氏に紹

介される｡物理探鉱法はこの部で実施 しているが,当

時物探班は野外調査に出ており,専門家は留守という

ことであった｡ が, その業務の内容は ざっと知り得

た｡それをかいつまんでいうとこうである｡

写真2 鉱物資源局の鉱物標本窒

鉄鉱調査が主で,磁気探鉱には,Airborne磁力計

のほか,SuperDipCircle (三脚を用いず,首に下

げて測る概査用)とアスカニアのフィール ド･バラン

スが用いられているという｡

重力探鉱には,スエーデン製の重力計が用いられて

いるときいたが, 後で知った RoyalThaiSurvey

による測定との区別がつきにくい｡

電気探鉱には比抵抗法が実施され,日本製の測器が

使われているという｡

なお物理探鉱については,ECAFEを訪れ,Project

Manager,HelmerHedstro･m 氏の話も聞いた｡ 彼

はメコン流域の鉱物調査に当っているスエーデン人で

ある｡

タイの物理探鉱を総合すると,ほとんど磁気探鉱だ

けで,それもAirborneによる調査はアメリカ人が主

に行なっており,フィール ド･バランスは垂直分力用

だけが用いられているようである｡結論としては資源

調査といえるほどの組織的な本格的調査はまだ行なわ

れていないということになる｡

5 陸 地 測 量 部

陸地測量部 (RoyalThaiSurvey)は国防省の中に

ある｡ 工学部では ArmyLandSurveyと呼んでい

た｡戦前の日本の陸地測量部に当たる｡

訪問すると, いかめしく銀色に光る長いサ-ベル

を左に下げた軍人が二階に導 く｡ まず面会したのは

DeputyChief｡ 同氏は係の PhoonPhonAsan-
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achinta大佐に引き合わせて くれる｡彼はマニラの地

図学会から帰ったばかりだとて,忙 しくしていたが,

三角測量や磁気測量にかんする出版物を2,3見せ,ど

れも余分にないので,飯けられなくて残念だが,とい

った｡ しかしそれ らはごく簡単なもので,測地事業は

そう進んでいるとは見 うけられなかった｡ 彼に技術

衣,SwasdiPachimkul大佐に紹介 して貰う｡

この人は東京に3カ月いたといい,重力に詳 しかっ

た｡ この構内に重力室がある (写真3)｡ そこにはケ

ンブリッジの振子と日本測機会製の記録器械が置かれ

てある｡その振子を用いて,1963年12月から1964年10

月までに3回はどここと東京との問の重力の比較紬定

を行なっている｡その計算はまだ了っていない｡

これとは別に,バンコックの DonMuang空港が,

先年すでに G.P.Woolard らによって国際重力基点､

と結ばれ ている｡ その位置と重力値は次の通りであ

る1)｡

緯 度 130 54.′7N

経 度 100036′.5E

標 高 12f･

屯力値 978.3297gal

タイ国内の重力測定は,上記の振子によって,1938

年から初められ,1953年までに全国に分散する42点で

行なわれた｡その後は,これら振子点の和互問を, 追

路に沿う5ないし 10km の間隔で,スエーデン製の,

N6rgaard重力計によって測定 しているO この重力計

の精度は 0.05mgalと聞いた｡今日の重力測点数は計

約 600あるという｡が, これらの測点は大部分がバン

コック以北に散在 し,マレー半島の南部-はまだ延び

ていない｡図 1の重力測点分布図はこの測量部で作成

されたもので,Swasdi大佐の好意によりここに載せ

ることができた｡

測点にはコンクリー トの標識があり,これらの水平

位置は, トラヴアース測量により,標高は水準測量に

より,決定されている｡

標高の基準点は北緯 120の Prachuapに近い小島

にある｡ ここの検潮儀による長年の観測値を基にして

いる｡

重力に関する報告 には Sept.1959,RoyalThai

SurveyDepartmentがInternationalGravimetric

1)G.P.Woollardand∫.C.Rose:International

GravityMeasurements;Wisconsin,Ⅹ+518

p.,1963.

Commission oftheAssociation ofGeodesy,

Parisに提出した,ThailandGravityDetermina-

tionsPeriod January1,1957-Augusti,1959が

ある｡ これに測定値と,重力式 Helmert1901および

International1930を基にした高度異常とブ-ゲー異

常とがのっている｡重力値は 1/10mgalまで,測点の

経緯度は秒まで,標高は 1/1Cトm まで出ている｡

三角測量には距離約 5km の基線が3-5設けられ,

ラプラス点は約10ある｡ 1等三角点の間隔は,40-50

km である｡

写真 3 陸地測量部構内の重力室
(測点は 1階左手)

磁気測量 には IndianPatternの磁気儀が使用さ

れ,測点は全部で 122ある.全国を5区に分け,毎年

1区ずつ 観測 し, 5年で全国を おわることに してい

る｡つまりこれを繰返 し重ねていって,地磁気の永年

変化をも拍そうというわけである｡

6 結 語

地質学には意欲的な調査研究が計られつつあるよう

に見受けられたが,地球物理学については一般に関心

が薄 く,大学でも教えていない｡

地下資源の開発に直結する物理探鉱は,実施されて

いるとはいうものの,まだ初期の段階で,もっと組織
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0:Krungthep(Bangkok)

1:Doikhunkong

2:Lampang

3:Pannua

4:Chiangrai

5:Uttradit

6:Phitsanulok

7:Bangmunnak

8:Yala

9:Songkhla

10:Nakonsithammarat

ll:Kantang

12:WatWiangchaiya

13:Chumphon

14:WatKhaoBot

15:Pakklongpran
16:Phetburi

17:Kanchanaburi

18:Nakonratchasima

19:Surin

20:Ubonrachatani

21:Mukdahan

22:RoュEt

23:Khonkaen

24:Nongkai

25:Chaiyaphum

26:Phetchabun

27:丁ak

28:Chiangdao

29:Chiangmai

30:Sakonnakorn

31:Udonthani

32:Sraburi

33:Wangnoi

34:Chanthaburi

35:Chonburi

36:Aranyaprathet

37:Prachinburi

38:Loei

39:Nakonsawan

40:Nan

41:Hot

図 1 重 力 測 点 分 布 図
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的な計画に基ずく調査が強く望まれる｡

三角測量と水準測量,および磁気測量については

一応根調に計画通り進捗しつつある模様であるが,守

回の見聞だけではあまりに租に過ぎるので,磁気削星

だけでも,もう少 し詳しく知る機会をもちたいと思っ

ている｡

ただ重力に関しては,マレー半島の測定を完了する

のが急務であり,一方既存の測点中重要点について,

別の種類の測器による照合観測を行なう必要がありは

せぬかと思われる次第である｡

バンコック滞在中とくに御配慮に与った,Meechai

Chaisrakeo,W･F.Beeser,PumwarnKomarjun,

HelmerHedstrom,Phoo上lPhon Asanachinta,

SwasdiPuchimkul,沢田秀穂の諸氏ならびに京大連

絡串務所の方々に厚 く御礼を申し上げる.

上記脱稿後,1963年2月から4月にかけて,わが国

建設省国土地理院によって実施された,タイ国におけ

る重力測定の結果について,同測地部藤井陽一郎氏か

ら便りを受取った｡それをここに附記しよう ｡

同氏並びに国土地理院測地部の関係者に厚 く御礼を

申し上げる｡

測定は東京とバンコックの比較測定,タイ国内にお

けるバンコックと他の地点との比較測定に分けられ,

測器は同士地理院製重力振子とLaCoste&Romberg

頂力計の2種を月往lているo

なお, 香港,クアラルンプール,シンガポールにお

いても東京と比較して測定されているので,その重力

倍も加えておこう｡

以下の重力値は特記の ない他は いうまでもなく

galの単位で示されてある｡

(A) 重力振子による測定｡3本の仮想振子による｡

Ag-gBatlgkokF-gTokyoOIRIT･

ニー1461.09±0.77mgal

ここに,測点 TokyoG.S.Ⅰ.は国土地理院 (Geo･

graphicalSurveyInstitute,略記 G.S.I.)内重力

室のブロック上を示し,そこの重力棺は

g:pol{y･o(i.S.I.-979.7770

と既知であるから,

g二恥ngkok-F-978.3159±0.0008

を得る｡

ただし,測 点 BangkokFはRoyalThaiSurヽrey

(略記 R.T.S.)の重力室の床上 (Floor)を示す｡

これから, 下記 (B)C)測定値を用いて, 同台上

(Pier)の値 gBangkol{を求めると,

gBang･kok-978.3157

を得る｡

(B) LaCoste& Romberg重力計 による測定｡

a) 測線 :Tokyo-Bangkok-Singapore.測定偶

は TokyoG.S.Ⅰ.に比較してある｡

測 点 g

HongKong 978.7721

DonMuangAirport2 .3301

DonMuangAirportl .3300

Bangkok .3153

Chumphon .2092

Songkllla .1365

KualaLumpur .0484

RafflesMuseum,Singapore .0817

UniversityofSingapo1-e .0824

SingaporeAirport .0813

b) 測線 :Bangkok-Chiangmai

g.vakonSavaTrgBangkok二-94.52mgal

gohlangnai -gBangk｡k-130.64mgal

上記測点の明細は次の通りである｡

HongKong:New Kai丁ak Airport,Transit

PassengerWaitingRoom

DonMuangAiport1& 2:氏.T.S.の測点明細

書にある｡

Bangkok:既述の通り,R.T.S.重力室の台上

Chumphon:R.T.S.測点 G13(図1)

Songkhla:R.T.S.地磁気測点

KualaLumpur:Airport,KualaLumpur

UniversityofSingapore:重力点

NakonSawan:R.T.S.測点 G39(図 1)

Chiangmai:氏.T.S.測点 G29(図 1)

C) R.T.S.重力室の床上と台上との重力差

gBangkokF-gBang･kok-0.22mgal

以上が G.S.Ⅰ.の測定である｡ これによると,タイ

における重力基点,即ち R.T.S.重力室台上の伯は

振千,重力計とも1mgal以内の精度で一致している.

これを従来 R.T.S.で採周されてきた値

gBa.lgkok-978.3130

と比較すると,新測定の方が 2-3mgal大きくrHてい
る｡

DonMuangAirportの新測定値は,Woollardら

の債と比校すると,mgalの桁で一致している｡

-133--


